
第３回有識者会議での御意見を踏まえた市行動計画の記載内容等 資料３

備考（左記の
補足等）

対応する記載（抜粋）記載箇所意見の概要
番
号

計画に明記

また、科学的根拠が不確かな情報や偽・誤情報の拡散状況等

を踏まえつつ、その時点で得られた科学的知見等に基づく情報

を繰り返し提供・共有する等、市民等が正しい情報を円滑に入

手できるよう、適切に対処する。

本市は、国や府と連携し、偏見・差別等や偽・誤情報への対策

として、必要に応じて、SNS等のプラットフォーム事業者が行う

取組に対して要請や協力等を行う。

Ｐ. 59
（情報提供・共
有、リスコミ）
2-3

偽・誤情報は、一度発信されると拡散されや

すいという面もあるため、感染症拡大時や災

害発生時は、その対応が非常に重要。

国と府の行動計画では、「偽・誤情報への対

策として、必要に応じて、SNS等のプラット

フォーム事業者に対して要請や協力を行う」

という記載があるが、京都市行動計画改定案

には記載がないため、同様にしてほしい。

36

計画に明記

また、科学的根拠が不確かな情報や偽・誤情報の拡散状況等

のモニタリングを行い、その状況等を踏まえつつ、その時点で得

られた科学的知見等に基づく情報を繰り返し提供・共有する等、

市民等が正しい情報を円滑に入手できるよう、適切に対処する。

SNS等のプラットフォーム事業者が行う取組に対しては、初動

期の対応を継続する。

Ｐ. 6１・6２
（情報提供・共
有、リスコミ）
3-1-3

同上37

御意見を踏まえ、

様々な機会を捉え、

皆様との関係性を

継続してまいりた

い。

――

京都市新型インフルエンザ等対策有識者会

議のような専門的な議論の場は、多数の専門

家から御意見をいただける機会であるため、

顔の見える関係性を継続していくことが良い

のではないか。
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